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■北竜町　メロン・すいかまつり　開催

■農業×福祉　SDGsフラワーウォール制作

■知事の地域訪問「なおみちカフェ」

■女性部だより
　フレッシュミズ　合同交流会　開催
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　7月15日、道の駅ライスランドふかがわで福祉施設利用者の方々が、農福連携の一
環としてフラワーウォールを制作しました！

➡記事の詳細は４ページ

～ 今月のヘッドライン ～JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！

ホームページ

ＪＡきたそらち

2026

No.306
～農業振興を通じて地域社会へ貢献～

広 報 誌広 報 誌

YouTube



雨竜町の特産品スイートコーンを購入する来場者

暑寒メロンを求めて並ぶ来場者

ひまわりライスを購入する来場者

長蛇の列ができるほどの人気ぶり

↑１日に行われたメロンまつりの様子

　
雨
竜
町
道
の
駅
「
田
園
の
里
う
り

ゅ
う
」
に
隣
接
す
る
雨
竜
野
菜
集
出

荷
施
設
で
「
２
０
２
６
　
う
り
ゅ
う

特
産
品
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、
開

場
か
ら
約
50
分
で
全
商
品
が
完
売
す

る
大
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　
同
フ
ェ
ア
は
、
雨
竜
町
の
特
産
品

を
出
荷
最
盛
期
に
提
供
し
、
地
域
を

盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎

年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い
る
。
今

年
も
雨
竜
町
が
誇
る
暑
寒
メ
ロ
ン
、

マ
ダ
ー
ボ
ー
ル
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

花
き
を
販
売
し
た
。

　
目
玉
商
品
の
暑
寒
メ
ロ
ン
は
、
開

場
前
か
ら
１
５
０
人
を
超
え
る
列
が

で
き
る
ほ
ど
の
人
気
を
見
せ
、
用
意

さ
れ
て
い
た
３
８
０
ケ
ー
ス
が
完
売
。

ま
た
マ
ダ
ー
ボ
ー
ル
35
ケ
ー
ス
と
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
２
０
０
本
も
開
場
直

後
に
完
売
す
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。

50
束
準
備
さ
れ
た
花
き
も
多
く
の
来

場
客
が
購
入
す
る
な
ど
、
地
域
の
魅

力
を
伝
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

　
今
年
も
「
北
竜
町
メ
ロ
ン
・
す
い

か
ま
つ
り
」
が
北
竜
町
野
菜
集
出
荷

施
設
で
開
催
さ
れ
た
。
両
日
と
も
客

足
の
絶
え
な
い
賑
わ
い
を
見
せ
、
来

場
者
が
計
２
０
０
人
を
超
え
る
人
気

ぶ
り
と
な
っ
た
。

　
今
年
は
、
メ
ロ
ン
直
売
会
を
８
月

１
日
、
す
い
か
直
売
会
を
同
14
日
と

開
催
日
を
分
け
て
実
施
し
た
。
町
の

特
産
品
で
あ
る
「
ひ
ま
わ
り
メ
ロ
ン
」

や
「
ひ
ま
わ
り
す
い
か
」
が
特
価
で

販
売
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
両
日
と
も

に
早
朝
か
ら
会
場
外
に
長
蛇
の
列
が

で
き
、
道
内
は
も
ち
ろ
ん
本
州
か
ら

訪
れ
た
来
場
者
も
い
た
。

　
販
売
会
場
で
は
、
規
格
ご
と
の
ブ

ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
来
場
者
は
生
産

者
や
Ｊ
Ａ
職
員
の
案
内
の
元
、
お
中

元
や
お
土
産
用
に
購
入
し
た
箱
を
台

車
に
積
み
上
げ
て
い
る
様
子
が
伺
え

た
。
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
の
販
売
も
同

会
場
で
行
わ
れ
、
用
意
さ
れ
た
な
な

つ
ぼ
し
、
ゆ
め
ぴ
り
か
の
白
米
５
㎏

が
両
日
合
わ
せ
て
計
69
袋
、
お
ぼ
ろ

づ
き
玄
米
30
㎏
が
計
８
袋
売
れ
、
こ

ち
ら
も
人
気
を
集
め
た
。

　
メ
ロ
ン
は
約
７
５
０
ケ
ー
ス
、
す

い
か
は
約
２
８
０
ケ
ー
ス
を
準
備
し
、

ど
ち
ら
も
好
調
な
売
れ
行
き
を
見
せ

た
。

【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

↓14日に行われたスイカまつりの様子

↑１日に行われたメロンまつりの様子

8/1

雨竜町
２０２６うりゅう特産品フェア開催

雨竜町
２０２６うりゅう特産品フェア開催

雨
竜
町
　
特
産
品
フ
ェ
ア

開
場
後
50
分
で
全
商
品
完
売
！

8/1・14

北竜町
メロン・すいかまつり開催

北竜町
メロン・すいかまつり開催

北
竜
町

メ
ロ
ン・す
い
か
ま
つ
り

計
２
０
０
人
以
上
の
来
場
者
！
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き
た
そ
ら
ち
レ
ポ
ー
ト

き
た
そ
ら
ち
レ
ポ
ー
ト

7/15

7/22

　
農
福
連
携
の
取
り
組
み
と
し
て
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
務
所
の
利
用
者
が
北
空

知
産
ス
タ
ー
チ
ス
（
シ
ヌ
ア
ー
タ
）
を
使

っ
た
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
ル
を
制
作
し
た
。

約
３
０
０
０
本
の
ス
タ
ー
チ
ス
か
ら
約
１

３
０
０
本
の
花
束
を
作
り
、
１
・
８
ｍ×

２
・
７
ｍ
の
パ
ネ
ル
に
色
や
配
置
を
考
え

な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
仕
上
げ
た
。

　
こ
の
日
は
、
深
川
市
の
「
ふ
れ
あ
い
の

家
」
と
妹
背
牛
町
の
「
ア
グ
リ
ー
ン
妹
背

牛
」
の
利
用
者
が
制
作
に
参
加
。
北
育
ち

元
気
村
花
き
生
産
組
合
シ
ヌ
ア
ー
タ
部
会

の
協
力
を
受
け
、
花

束
作
り
か
ら
フ
ラ
ワ

ー
ウ
ォ
ー
ル
の
制
作

ま
で
取
り
組
ん
だ
。

　
今
回
は
市
場

に
出
回
ら
な
い

花
も
一
部
有
効

活
用
す
る
こ
と

で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

も
つ
な
が
る
取

り
組
み
と
な
っ

て
い
る
。
参
加
者
は
「
花
束
を
作
る
作
業

も
楽
し
か
っ
た
が
、
配
色
を
考
え
な
が
ら

挿
す
作
業
も
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
、
完

成
し
た
作
品
を
前
に
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
ル
は
、
ラ
イ
ス
ラ
ン

ド
ふ
か
が
わ
に
８
月
下
旬
ま
で
展
示
。
来

場
者
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
親
し
ま

れ
、
水
が
な
く
て
も
色
鮮
や
か
な
状
態
を

楽
し
め
る
ス
タ
ー
チ
ス
の
特
徴
も
知
っ
て

も
ら
う
機
会
と
な
っ
た
。

　
農
業
と
福
祉
の
連
携
を
通
じ
、
障
害
の

あ
る
人
の
活
躍
の
場
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
北
空
知
産
花
き
の
魅
力
を
発
信
す
る

取
り
組
み
と
な
っ
た
。

【
営
農
企
画
課
　
高
桑
】

　
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
と
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き

は
、
深
川
市
経
済
セ
ン
タ
ー
で
「
地
域
農

業
の
未
来
を
考
え
る
勉
強
会
」
を
共
同
開

催
し
た
。管
内
１
市
６
町
の
首
長
、議
会
、

行
政
関
係
者
、
両
Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど
約
１

５
０
人
が
参
加
。
北
空
知
地
域
が
一
体
と

な
り
、
農
林
水
産
省
本
省
の
担
当
者
と
地

域
農
業
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
初
め
て

の
機
会
と
な
っ
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
当
Ｊ
Ａ
の
岩
田
清
正

組
合
長
は
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
気

候
変
動
な
ど
地
域
農
業
が
抱
え
る
課
題
に

触
れ
、「
国
の
政
策
動
向
を
正
し
く
理
解

し
、
地
域
農
業
の
未
来
像
を
描
い
て
い
く

こ
と
が
私
た
ち

の
使
命
」
と
挨

拶
し
た
。

　
勉
強
会
で
は
、

令
和
９
年
度
か

ら
見
直
し
が
予

定
さ
れ
る
新
た

な
水
田
政
策
、

み
ど
り
戦
略
・
環
境
政
策
、農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
拡
大
の
３
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
農
林
水
産
省
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

水
田
政
策
で
は
、
水
田
・
畑
の
区
分
に
と

ら
わ
れ
ず
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
と
生
産

性
向
上
を
進
め
、
食
料
安
全
保
障
を
強
化

す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。
支
援
単
価
や

地
域
の
基
準
単
収
な
ど
、
制
度
の
詳
細
は

今
後
検
討
さ
れ
る
。
環
境
政
策
で
は
、
気

候
変
動
へ
の
対
応
や
「
み
ど
り
認
定
」
の

拡
大
、
令
和
９
年
度
か
ら
本
格
実
施
さ
れ

る「
み
ど
り
チ
ェ
ッ
ク
」に
つ
い
て
説
明
。

輸
出
政
策
で
は
、
人
口
減
少
に
よ
り
国
内

市
場
の
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
中
、
米
や

パ
ッ
ク
ご
飯
の
輸
出
が
伸
び
て
い
る
こ

と
や
、「
北
海
道
米
ブ
ラ
ン
ド
」
の
海
外

展
開
に
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
地
域
平
均
単
収
の
設

定
、生
産
コ
ス
ト
を
踏
ま
え
た
価
格
形
成
、

担
い
手
育
成
、
ス
マ
ー
ト
農
業
、
輸
出
支

援
な
ど
、
現
場
に
直
結
す
る
課
題
に
つ
い

て
活
発
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
日
本
有
数
の
米
産
地
で
あ
る
北
空
知
の

声
と
力
を
結
集
し
、
地
域
の
実
情
を
国
政

へ
届
け
る
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

　【
営
農
企
画
課
　
松
本
】

農
福
連
携
で
彩
る
、

北
空
知
産
ス
タ
ー
チ
ス
の

フ
ラ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
ル

北
空
知
の
力
を
結
集

　

地
域
農
業
の
未
来
を
国
と

考
え
る
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7/30

8/4

　
当
Ｊ
Ａ
本
所
で
参
議
院
議
員
の
東
野
ひ

で
き
氏
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
岩

田
組
合
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
職
員
35
人

が
参
加
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
の
役
職
員
か
ら
は
農
産
物
価
格

の
安
定
化
や
担
い
手
不
足
、
来
年
度
の
コ

メ
生
産
に
つ
い
て
等
の
意
見
が
挙
げ
ら

れ
、
東
野
氏
は
自
身
の
見
解
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
東
野
氏
は
「
地
域
で
農
業
を
営
む
若
者

が
リ
タ
イ
ア
し
な
い
よ
う
支
え
て
い
き
、

現
場
と
Ｊ
Ａ
と
政
治
の
三
位
一
体
で
日
本

の
食
糧
自
給
を
守
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の

た
め
に
、
い
た
だ
い
た
立
場
を
最
大
限
活

用
し
汗
を
流
し
な
が
ら
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
自
身
の
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
意
気
込
み
を
話
し
た
。

　【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

　
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
が
「
な
お
み
ち

カ
フ
ェ
」
と
し
て
空
知
管
内
１
市
４
町
を

訪
問
し
、
深
川
市
で
は(

株)

岡
田
フ
ァ
ー

ム(

納
内
地
区)

で
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

の
視
察
や
同
市
並
び
に
当
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　(

株)

岡
田
フ
ァ
ー
ム
は
当
Ｊ
Ａ
青
果

部
の
提
案
に
よ
り
施
設
園
芸
に
お
け
る
労

働
力
不
足
対
策
と
し
て
、Ａ
Ｉ
技
術
等
を

活
用
し
栽
培
管
理
か
ら
収
穫
作
業
ま
で
徹

底
し
た
省
人
・
省
力
化
を
目
指
す
ス
マ
ー

ト
農
業
対
応
型
き
ゅ
う
り
栽
培
の
実
証
実

験
を
行
っ
て
い
る
。

　
視
察
で
は
、
実
際
に
導
入
さ
れ
て
い
る

Ａ
Ｉ
搭
載
の
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
や
、Ａ
Ｉ
に

よ
る
収
穫
適
期
の
判
定
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ス
マ
ー
ト
グ
ラ
ス

を
鈴
木
知
事
自
ら

が
操
作
・
体
験
し
、

先
端
技
術
の
導
入

状
況
と
実
用
性
を

確
認
し
て
い
た
。

　
ま
た
視
察
後
は
、
同
市
の
田
中
昌
幸
市

長
や
岩
田
清
正
組
合
長
、
岡
田
徹
納
内
地

区
代
表
な
ど
関
係
者
ら
と
意
見
交
換
を
実

施
。
同
実
証
に
お
け
る
今
ま
で
の
経
歴
や

取
り
組
み
の
現
状
、
課
題
に
つ
い
て
な
ど

情
報
交
換
し
た
。

　
鈴
木
知
事
は
「
今
の
北
海
道
と
し
て
も

Ａ
Ｉ
の
実
証
に
つ
い
て
農
業
分
野
の
み
な

ら
ず
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
北
海

道
は
デ
ジ
タ
ル
産
業
拠
点
と
し
て
国
家
戦

略
特
区
と
な
っ
て
い
る
。
技
術
が
日
々
進

歩
し
て
い
る
中
で
、
岡
田
さ
ん
が
挑
戦
し

て
く
れ
た
こ
と
が
非
常
に
嬉
し
い
。
私
は

北
海
道
こ
そ
が
、Ａ
Ｉ
技
術
に
挑
戦
し
て
、

日
本
や
世
界
に
貢
献
で
き
る
地
域
で
あ
る

と
思
う
」
と
話
し
た
。

【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

実際に使用されているスマート
グラスをつけ体験する鈴木直道知事

東
野
ひ
で
き
参
議
院
議
員
と

の
意
見
交
換
会

　開
催

「
な
お
み
ち
カ
フ
ェ
」

鈴
木
知
事
が
深
川
市
の
最
先

端
き
ゅ
う
り
栽
培
技
術
を
視
察

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（5）（5）



8/7

8/11

　
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学
カ
レ
ッ
ジ

あ
み
て
ぃ
え
６
期
生
の
第
３
講
が
開
催
さ

れ
、
16
人
が
出
席
し
た
。

　
今
回
は
当
Ｊ
Ａ
金
融
共
済
部
の
伊
藤
強

部
長
と
金
融
共
済
部
貯
金
課
の
谷
藤
葉
子

主
査
が
講
師
を
務
め
、「
相
続
に
関
す
る

講
習
会
」
と
題
し
て
開
催
。
自
分
に
何
か

あ
っ
た
際
、
遺
さ
れ
る
家
族
の
為
に
準
備

し
て
お
く
べ
き
こ
と
や
、
家
族
が
亡
く
な

っ
た
際
に
必
要
な
書
類
を「
い
つ
ま
で
に
」

「
ど
こ
で
手
続
き
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
」

と
い
っ
た
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
説
明
が

行
わ
れ
た
。

　
参
加
者
に
は
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
が
発
刊
し
て

い
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
「
い
ま
か
ら

帳
」
が
配
布
さ
れ
、
落
語
を
交
え
た
動
画

で
ノ
ー
ト
の
使
い
方
を
楽
し
く
学
び
な
が

ら
理
解
を
深
め
た
。

　
参
加
者
は「
知
っ
て
い
た
つ
も
り
で
も
、

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
勉

強
に
な
っ
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に

つ
い
て
も
動
画
で
分
か
り
や
す
く
解
説
さ

れ
て
い
て
、
活
用
し
た
い
と
思
う
」
と
話

し
た
。

【
営
農
企
画
課
　
石
野
】

　
組
合
員
の
集
い
（
納
内
夏
祭
り
）
が
当

Ｊ
Ａ
納
内
支
所
で
開
催
さ
れ
た
。

　
会
場
で
は
、「
神
竜
土
地
改
良
区
」
に

よ
る
子
ど
も
広
場
が
行
わ
れ
て
お
り
、
お

も
ち
ゃ
釣
り
や
く
じ
引
き
で
子
ど
も
た
ち

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。
ま
た
屋
台
に
は
、

焼
き
そ
ば
を
は
じ
め
、
肉
巻
き
お
に
ぎ
り

や
た
こ
焼
き
な
ど
様
々
な
も
の
が
並
ん

だ
。

　
日
が
暮
れ
始
め
た
頃
、
太
鼓
の
音
と
と

も
に
子
ど
も
盆
踊
り
が
始
ま
り
、Ｊ
Ａ
青

年
部
員
ら
は
着
ぐ
る
み
で
子
供
た
ち
を
楽

し
ま
せ
、注
目
を
集
め
て
い
た
。そ
の
後
、

一
般
盆
踊
り
も
始
ま
り
、
参
加
者
み
ん
な

で「
興
龍
丸
」の
周
り
を
楽
し
そ
う
に
踊
っ

て
い
た
。

　
終
盤
に
は
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ

の
岩
田
清
正
組
合
長
を
は
じ
め
、
田
中
昌

幸
市
長
や
鶴
岡
恵
司
市
議
、
植
村
真
美
道

議
ら
が
く
じ
付
き
の
餅
を
一
斉
に
撒
い

た
。
く
じ
の
景
品
に
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
エ

ア
コ
ン
や
こ
め
油
な
ど
が
並
び
、Ｊ
Ａ
賞

も
用
意
さ
れ
、
参
加
者
は
喜
び
の
中
当

た
っ
た
く
じ
と
引
き
換
え
て
い
た
。

　【
営
農
企
画
課
　
坪
】

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学

カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
６
期
生

第
３
講「
相
続
に
関
す
る
講
習
会
」開
催

納
内
地
区
で
開
催

盆
踊
り
や
餅
ま
き
で
賑
わ
う

相続の前にできることについて
説明を聞くあみてぃえ参加者

くじ付きの餅を撒く
岩田清正組合長らの様子

（6）（6）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



7/15

7/17

　「
ホ
ク
レ
ン
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
２
０
２
６
」
深
川
大
会
が
深
川
市
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
た
。

　
同
大
会
に
は
、
国
内
外
の
中
・
長
距
離

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
し
、
男
女
１

５
０
０
ｍ
や
男
女
１
０
０
０
０
ｍ
な
ど
全

14
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
の
佐
藤
一
久
常
務
が
男

子
５
０
０
０
ｍ
Ｂ
、
女
子
５
０
０
０
ｍ
、

男
子
５
０
０
０
ｍ
Ａ
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
を

務
め
、
同
レ
ー
ス
で
優
勝
し
た
、
宮
坂
大

器
選
手（
ヤ
ク
ル
ト
）、チ
ェ
フ
コ
ス
ケ
イ
・

ア
イ
ヴ
ォ
ン
ジ
ェ
フ
チ
ル
チ
ル
選
手
（
肥

後
銀
行
）、ロ
ノ・シ
ャ
ド
ラ
ッ
ク
選
手（
Ｓ

Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
）
の
３
人
に
ふ
か
が
わ
米
や

深
川
牛
、
花
束
な
ど
農
畜
産
物
を
手
渡
し

た
。

　
今
年
も
大
勢
の
観
客
が
競
技
場
を
訪

れ
、
選
手
ら
に
声
援
を
送
っ
た
。

【
営
農
企
画
課
　
戸
島
】

　
第
２
回
と
な
る
「
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
地

域
農
業
応
援
団
」
を
開
催
し
、
14
人
の
団

員
が
参
加
し
た
。
今
回
は
Ｊ
Ａ
農
業
施
設

見
学
、
花
き
収
穫
体
験
、
そ
し
て
Ｊ
Ａ
農

産
物
直
売
所
で
の
調
査
活
動
な
ど
、
地
域

農
業
を 

”
見
て
・
触
れ
て
・
知
る 

“
こ

と
が
で
き
る
内
容
だ
っ
た
。

　
農
業
施
設
見
学
で
は
、
野
菜
集
出
荷
施

設
、
北
育
ち
元
気
村
花
き
集
出
荷
施
設
、

深
川
マ
イ
ナ
リ
ー
、
精
米
施
設
の
４
か
所

に
お
い
て
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
参

加
し
た
団
員
か
ら
は
「
米
産
地
に
住
ん
で

い
る
の
に
知
ら
な
い
事
ば
か
り
で
勉
強
に

な
っ
た
」「
出
荷
量
の
多
さ
に
驚
い
た
」

と
い
っ
た
声

が
上
が
り
、

地
域
農
業
の

規
模
や
役
割

を
改
め
て
実

感
す
る
様
子

が
見
ら
れ
た
。

　
午
後
か
ら
は

深
川
支
所
音
江

地
区
　
渡
邊
滋

典
氏
の
圃
場
に

お
い
て
ス
タ
ー

チ
ス
の
収
穫
体

験
を
行
っ
た
。

ハ
ウ
ス
内
で
は

一
般
的
な
濃
い
色
で
は
な
く
『
ニ
ュ
ア
ン

ス
カ
ラ
ー
』
と
呼
ば
れ
る
ピ
ン
ク
や
オ
レ

ン
ジ
な
ど
を
ベ
ー
ス
と
し
た
淡
く
可
愛
ら

し
い
色
の
ス
タ
ー
チ
ス
を
収
穫
し
、
色
と

り
ど
り
の
ブ
ー
ケ
を
作
っ
た
。「
思
っ
た

以
上
に
繊
細
な
作
業
だ
っ
た
」「
ハ
ウ
ス

内
の
暑
さ
と
戦
う
農
家
さ
ん
の
ご
苦
労
を

実
感
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
道
の
駅
ラ
イ
ス
ラ
ン
ド
ふ
か

が
わ
内
の
『
農
産
物
直
売
所
ｅ
ｃ
ｉ
Ｒ
』

へ
移
動
し
、
店
内
の
品
揃
え
や
売
れ
筋
、

来
店
者
の
傾
向
な
ど
を
観
察
し
地
域
の
食

と
消
費
の
流
れ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
今
回
の
応
援
団
活
動
を
通
じ
て
、
参
加

者
は
地
域
農
業
の
現
場
を
よ
り
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
農
業
へ
の
関
心
と
理

解
が
一
層
深
ま
る
１
日
と
な
っ
た
。

　【
人
事
課
　
墓
田
】

優勝した宮坂大器選手と佐藤一久常務

ホ
ク
レ
ン
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
６

―

深
川
大
会
で

農
畜
産
物
を
贈
呈
ー

第
２
回
　
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
地

域
農
業
応
援
団
〜
地
域
農
業

の
魅
力
を
体
感
す
る
１
日
に
〜

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（7）（7）



7/24～25

8/1

　
空
知
ガ
ス(

株)

で
各
販
売
店
主
催
の

も
と
「
来
て
・
見
て
・
ガ
ス
展
２
０
２
６
」

が
開
催
さ
れ
た
。
　
　

　
同
当
展
示
会
で
は
、
最
新
の
ビ
ル
ト
イ

ン
コ
ン
ロ
や
卓
上
コ
ン
ロ
、
ガ
ス
給
湯
器

を
中
心
に
、
エ
ア
コ
ン
や
冬
に
向
け
て
の

暖
房
機
器
が
特
価
で
販
売
さ
れ
、
訪
れ
た

お
客
様
か
ら
多
く
の
ご
成
約
を
い
た
だ
い

た
。

　
ま
た
、
屋
外
会
場
で
は
飲
み
物
や
軽
食

な
ど
の
販
売
の
他
に
、Ｊ
Ａ
管
内
の
特
産

野
菜
や
果
物
、
花
き
な
ど
も
並
べ
ら
れ
た

他
、
来
場
さ
れ
た
子
ど
も
達
が
楽
し
め
る

よ
う
に
射
的
や
輪
投
げ
、
型
抜
き
コ
ー
ナ

ー
な
ど
も
設
置
さ
れ
た
。
今
回
の
展
示
会

は
空
知
ガ
ス(

株)

創
立
50
周
年
記
念
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
豪
華
景
品
が
当
た
る

大
抽
選
会
も
連
日
開
催
さ
れ
、
終
日
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　
空
知
ガ
ス(

株)

の
樋
口
孝
志
社
長
は

「
こ
の
展
示
会
は
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

当
社
の
一
年
間
の
中
で
一
番
の
展
示
会
。

来
場
者
の
中
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、

大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
」と
話
す
。

　【
燃
料
課
　
米
倉
】

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
旭
川
空
港
で
開
催
さ
れ
た

Ｊ
Ａ
Ｌ
伊
丹
線
初
便
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
に

参
加
し
、
き
た
そ
ら
ち
産
米
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
実
施
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
初
便
で
到
着
し

た
搭
乗
者
１
６
５
人
に
き
た
そ
ら
ち
産
米

を
配
布
。
職
員
が
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し

し
、
空
知
地
域
で
育
ま
れ
た
お
米
の
美
味

し
さ
を
紹
介
し
た
。

　
会
場
は
初
便
の
到
着
を
祝
う
歓
迎
ム
ー

ド
に
包
ま
れ
、
多
く
の
利
用
者
が
笑
顔
で

受
け
取
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
当
日
は
報
道

機
関
の
取
材
も
入
り
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
様

子
が
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
紹
介
さ
れ
る
な

ど
、
伊
丹
線
の
就
航
と
あ
わ
せ
て
、
き
た

そ
ら
ち
産
米
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
機

会
と
な
っ
た
。

【
営
農
企
画
課
　
高
桑
】

「
来
て
・
見
て
・
ガ
ス
展
２
０
２
６
」

ガ
ス
機
器
・
石
油
機
器
展
示
会

開
催
！

旭
川
空
港
で
初
便
利
用
者

へ
き
た
そ
ら
ち
産
米
を
Ｐ
Ｒ

職員が展示品の説明をしている様子

（8）（8）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



8/4

8/4

　
稚
内
市
の
相
澤
食
料
百
貨
店
で
、
う

り
ゅ
う
米
な
な
つ
ぼ
し
の
販
促
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
平
日
の
開
催
と
な
っ
た
も
の

の
、
店
内
は
終
始
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ

い
を
見
せ
た
。
販
売
実
績
は
５
㎏
換
算
で

99
袋
の
お
米
が
購
入
さ
れ
、
創
業
祭
な
ど

大
型
イ
ベ
ン
ト
時
と
比
べ
る
と
販
売
数
は

控
え
め
と
な
っ
た
が
、
平
日
と
し
て
は
十

分
に
健
闘
し
た
結
果
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
う
り
ゅ
う
米
購
入
者
限
定
の
お

米
す
く
い
取
り
で
は
、
３
合
枡
で
な
な
つ

ぼ
し
を
す
く
う
様
子
が
見
ら
れ
、
計
45
㎏

の
な
な
つ
ぼ
し
を
購
入
者
に
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
い
た
。

　
来
店
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
は
「
う
り
ゅ

う
米
お
い
し
い
よ
ね
」「
い
つ
も
こ
れ
を

買
っ
て
い
る
よ
」
な
ど
の
温
か
い
声
を
多

数
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
多
く
の
お
客
様

が
う
り
ゅ
う
米
を
手
に
取
っ
て
お
り
、
引

き
続
き
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
し
て
い
く
重
要

性
を
感
じ
た
。

　【
雨
竜
支
所
　
真
壁
】

　
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
と
Ｊ
Ａ
北
海
道
信

連
、北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
、

深
川
市
民
球
場
で
野
球
教
室
を
開
い
た
。

　
深
川
市
の
野
球
少
年
団
２
チ
ー
ム
に
所

属
す
る
小
学
生
と
、
同
市
立
一
已
中
学
校

及
び
同
市
立
深
川
中
学
校
あ
わ
せ
て
80
人

が
参
加
。
同
球
団
の
元
選
手
で
「
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る
大
塚
豊
さ
ん
と
谷
口
雄
也
さ

ん
が
子
ど
も
達
に
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
基
本
技
術
、
走
攻
守
す

べ
て
に
お
け
る
動
作
の
基
盤
と
な
る
パ
ワ

ー
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
ど
を
教
え
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
当
Ｊ
Ａ
野
球
部
員
含

む
９
人
の
職
員
も
児
童
ら
と
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
の
際
の
ボ

ー
ル
拾
い
な
ど
、
同
教
室
の
補
助
と
し
て

参
加
し
た
。

　
今
回
コ
ー
チ
を
務
め
た
大
塚
さ
ん
は

「
今
回
の
野
球
教
室
で
子
ど
も
達
に
色
々

と
学
ん
で
貰
っ
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

今
日
で
終
わ
り
に
す
る
の
で
は
な
く
継
続

し
続
け
、
子
ど
も
達
に
は
た
く
さ
ん
失
敗

し
、
た
く
さ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
た
。【

営
農
企
画
課
　
白
川
】

相
澤
食
料
百
貨
店

う
り
ゅ
う
米
販
促
イ
ベ
ン
ト

開
催

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道×

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

深
川
市
の
野
球
少
年
ら
に
野
球
の

基
礎
技
術
を
伝
授
！

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（9）（9）



7/17
　
当
Ｊ
Ａ
役
職
員
を
対
象
に
交
通
安
全
へ

の
意
識
向
上
や
事
故
予
防
の
呼
び
か
け
を

目
的
と
し
た
交
通
安
全
講
習
会
を
当
Ｊ
Ａ

本
所
で
実
施
し
た
。

　
北
海
道
旭
川
方
面
深
川
警
察
署
の
上
村

健
太
郎
交
通
課
長
を
講
師
に
迎
え
、
昨
年

の
深
川
警
察
署
管
内
に
お
け
る
交
通
事
故

の
発
生
状
況
や
、
事
故
が
多
い
場
所
の
特

徴
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
用
い

て
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
深
川
地
域
で
は
、
街
灯
が
少
な
い
道
路

や
農
地
周
辺
の
見
通
し
が
悪
い
場
所
で
の

事
故
が
多
い
傾
向
が
あ
り
、
夜
間
や
雨
の

日
は
歩
行
者
・
自
転
車
・
車
の
い
ず
れ
も

発
見
が
遅
れ
や
す
い
こ
と
、
特
に
50
歳
代

の
事
故
割
合
が
高
い
と
い
う
地
域
特
性
を

踏
ま
え
た
注
意
点
が
示
さ
れ
た
。

　
今
後
も
、
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
安
全
運
転
を
心
が
け
て
い
く
。

【
人
事
課
　
墓
田
】

交
通
安
全
へ
の
意
識
を
高
め

る
た
め
交
通
安
全
講
習
会

開
催

（10）（10）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



女
性
部
だ
よ
り

　
北
竜
町
で
「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」
が
７

月
20
日
か
ら
８
月
18
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
。
７
月
25
日
に
は
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち

女
性
部
北
竜
支
部
が
、
ひ
ま
わ
り
の
里
観

光
セ
ン
タ
ー
内
で
、
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
の

す
く
い
取
り
や
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ひ
ま
わ
り
の
一
輪
挿
し
の
販
売
を
行
っ

た
。

　
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
の
す
く
い
取
り
で

は
、
計
30
㎏
の
「
な
な
つ
ぼ
し
」
が
用
意

さ
れ
、
当
日
の
天
候
が
良
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
開
始
時
間
か
ら
客
足
が
途
絶
え
な

い
様
子
が
伺
え
た
。
結
果
、
お
米
の
す
く

い
取
り
は
30
分
ほ
ど
で
完
売
す
る
ほ
ど
の

人
気
と
な
っ
た
。

　【
北
竜
支
所
　
岡
田
】

　
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
世
代
を
対
象
と
し
た
合
同
交
流
会
を

当
Ｊ
Ａ
本
所
で
開
催
し
た
。
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
部
員
以
外
の
方
や
お
子
様
の
参
加
も

呼
び
か
け
、合
わ
せ
て
27
人
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は「
牛
乳
パ
ッ
ク
ラ
ン
タ
ン
作
り
」

と
題
し
、
親
子
や
友
人
同
士
で
楽
し
み
な

が
ら
工
作
を
行
っ
た
。
開
い
た
牛
乳
パ
ッ

ク
の
表
面
を
剥
が
し
て
、
描
い
た
絵
を
切

り
抜
い
た
裏
側
か
ら
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
を

貼
る
。
土
台
に
固
定
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

を
中
に
入

れ
て
完
成

と
な
る
。

　
道
具
や
材
料
を
身
近
な
も
の
で
簡
単
に

揃
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
「
家
で
も
作

れ
そ
う
」「
学
校
で
友
達
に
も
教
え
て
あ

げ
た
い
」
と
い
っ
た
声
も
上
が
っ
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
は
「
た
く
さ
ん
絵
を

描
い
た
の
で
切
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。
で

も
フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
た
ら
と
て
も
綺
麗
に

な
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

【
営
農
企
画
課
　
石
野
】

7/25

合
同
交
流
会
を
開
催

8/5

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
」で

ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
Ｐ
Ｒ

女
性
部
北
竜
支
部

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（11）（11）



イチヤン本所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6618
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

（12）（12）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



八月俳句八月俳句八月俳句
●
雨
竜
俳
句
会

　
蝸
牛
引
き
返
す
事
教
わ
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
栗
の
花
翁
の
ひ
げ
は
風
に
ゆ
れ
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
待
子

　
梅
雨
空
に
様
子
伺
う
ハ
ウ
ス
中
　
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
飽
き
ら
れ
て
色
水
と
な
り
か
き
氷
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
半
夏
生
亡
母
の
思
い
笹
団
子
　
　
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
ス
ポ
ー
ツ
の
力
や
子
等
の
夏
休
　
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
つ
な
ぎ
来
し
命
の
白
さ
稲
の
花
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
海
の
日
や
夜
明
前
よ
り
バ
イ
ク
音
　
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
物
置
に
出
番
で
す
よ
と
扇
風
機
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
熱
帯
夜
腰
椎
か
ら
も
出
火
あ
り
　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

　
夢
育
つ
闇
の
一
角
落
し
水
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

●
土
筆
俳
句
会

　
湯
上
り
に
峡
の
秋
冷
え
纏
わ
り
来
　
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
草
む
し
り
狭
庭
の
草
の
強
き
こ
と
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
年
な
り
の
夢
は
今
な
ほ
韮
の
花
　
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
得
意
技
見
て
と
わ
ん
ぱ
く
夏
土
俵
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
陽
に
光
る
朝
採
り
野
菜
夏
の
膳
　
　
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
戻
り
梅
雨
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
回
り
出
す
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
手
招
き
に
少
女
照
れ
て
る
盆
踊
　
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
美
容
室
衿
を
刈
り
上
げ
夏
来
る
　
　
　
　
　
　
沼
田
留
美
子

　
じ
ゃ
ん
け
ん
や
青
葉
風
受
け
ラ
ン
ド
セ
ル
　
　
山
之
内
信
子

　
異
国
語
の
泣
く
子
に
ア
イ
ス
ハ
ラ
ー
ム
か
　
　
小
橋
　
厚
子

青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！青年部深川支部・雨竜支部のインスタはこちら！

青年部での活動、日々の農作業の様子

などを青年部員が投稿しています♪

ぜひ、フォローしてチェックしてみて

ください！

品
種

性
別

区分
市 場 全 体 きたそらち農協

本年 7 月実績 前年同月実績 本年 7 月実績 前年同月実績

和　

牛

去
勢

出場頭数 849 818 16 28

平均価格 881,820 775,633 802,375 745,289

め
す

出場頭数 609 694 51 55

平均価格 783,074 643,286 744,355 629,968

交　

雑

去
勢

出場頭数 70 79 0 4

平均価格 478,736 361,468 0 333,025

め
す

出場頭数 307 296 127 118

平均価格 419,612 365,107 414,120 362,636

【平均価格は円・税込価格】

 令和８年度 ホクレン南北海道市場和牛・交雑素牛販売情報 

開催日
7/8～7/9
市場成績

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（13）（13）



クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

雨 竜 町　　柳町　幹生　様
深 川 市　　桑野かずえ　様
北 竜 町　　岡部由美子　様

【タテのカギ】
2

3
4

5

7
10

11
12

13

14
16
17
18

人の手の加わらない、自然の
ままであること。
塩味をつけるときの、塩の量。
台を設けた屋根付きの小さな
店。
「さん」や「君」などつけない
で人の名前を呼ぶこと。
花を生けるビンやつぼ。
誰の助けもなく、一人だけぽつ
んとはなれてしまうこと。
背中の中心線。
選挙で選ばれて、議会で話し
合ったり、物事を決定したりす
る人。
有害な細菌が増えるのを抑える
こと。
よく似ていること。
こげた跡。
今日の朝。
たくさんの人がいっぺんに乗る
ことができる乗合自動車。

1

5

6
7
8
9

10

11

14
15
17

19
20

21

乗り手が自分の足でペダルを踏
み、その力で車輪を回転させて
走る乗り物。
ほしいと思う気持ち。ほしがる
心。
勇ましい叫び声
金銭の使い方。
球形をした鳴り物。
交通・輸送機関の運行・輸送。
手紙。たより。
ひじと手首の間。または手首。
剣道の技の一つ。
だいこん・にんじんなどを細長
く刻むこと。また、刻んだもの。
外出して家にいないこと。
いっしょに行く人。同行者。
伝達事項などの文書を掲示する
ための板。
演劇。芝居。ドラマ。
液体や粉を救い撮る道具。ス
プーン
相手に軽く謝るときの言葉。

【ヨコのカギ】

ハガキ・ＦＡＸ・ホームページ応募フォームに、
①クイズの答え　②住所、氏名、年齢
③身近な出来事　④農協だよりに対するご意見ご感想
を記入の上ご応募下さい。当選者は11月号に掲載します。

〒074-0015　　
深川市深川町字メム10号線山3線5850番地
ＪＡきたそらち　農業振興部営農企画課
ＦＡＸの場合は　0164-22-1228
ホームページはこちらのQRコードから

宛　先

※ハガキで応募は、85円分のハガキ、切手をご使用ください。
　ご本人以外による応募は抽選外とさせていただきます。

応募方法

売電金額　2,306,920円（40円/kWh）

・・・ 応募締切　9月30日(消印有効) ・・・

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

令
和
７
年
度
　
１
月
１
日
付

　
青
果
部
　
施
設
課小

倉
　
祐
弥

が選ばれました。が選ばれました。

深川市　上田美代子　様
深川市　竹内　真澄　様
秩父別町　廣島久美子　様

深川市　上田美代子　様
深川市　竹内　真澄　様
秩父別町　廣島久美子　様

正解者の中から抽選で3名様に
「農協全国商品券」をプレゼント

組合員の動き
（令和8年7月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,110
124
5,217
250
785

当月末
33
0
40
1
19

脱退
7
4
40
3
3

加入
1,136
120
5,217
248
801

当期首

7月号の答え

「ネツタイヤ」 

A B C D

退 職 者
大変お疲れ様でした。

令和８年度　６月30日付
　青果部　施設課　　　　  　横瀬　路偉
令和８年度　８月31日付
　経済部車両機械課イチヤン整備工場

福田　卓真

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力
○令和８年７月実績

計画対比

前年対比57,673kWh

発電電力
○累計（R７.12～R８.７）

355,937kWh

＋10,759kWh

＋3,106kWh

計画対比　＋77,162kWh　／　前年対比　＋39,841kWh

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10

11 12 13

14 15 16

17 18

19 20

21 22 23

24

D

C

A

B

E

テ クジ ツ シ イ キ

リ オジ ン ゴ ク
ウキ ヨレ シ シ セ ツ

テ リシ オ ド ソ フ

ガ ヨワ ヤ シ ネワ

キ ウタ ン ノ ヨ ヒ

ミ チジ ツ バ ツ チ
ハ シダ ン カ キ イ

1 2 3 4 5

6

7 8

9 10

11 12 13

14 15 16

17 18 19

20 21

DC

A

B
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１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．固定資産の修繕について
６．ALM委員会の報告について
７．令和7年　連合会・関係団体の概況について
８．令和7年度　農協経営分析について
９．カレンダー・手帳等の今後の取扱いについて
10．職員の人事及び業務事故について
11．JAきたそらち職員動向及び人事制度について
12．役員道内研修の報告について
13．令和8年度空知管内JA役員研修について
14．第8次農協経営計画第１事業年度（令和７年度）

の実践状況について
15．貸出金の貸付報告について
16．令和８年度　各種補助事業の採択結果について
17．令和８年度　JA青年部女性部とJA常勤役員との

懇談会について

18．第８次農業振興計画第１事業年度（令和７年度）
の実践状況について

19．広域小麦・大豆乾燥調製貯蔵施設増設に係る内
報及び入札結果について

20．令和８年度　主要農作物生育状況（７月１５日）
について

21．うるち米をめぐる情勢等について
22．令和８年度　うるち米早期契約締結内容について
23．米在庫状況（６月末）について
24．販売未収金（６月末）について
25．令和７年度産　馬鈴薯最終精算について
26．令和８年度　畜産物の販売実績（６月末）につ
いて

27．令和８年度　青果・花き集荷販売実績について
28．経済部事業実績について
29．空知管内SS実績揮発油ランキング（R8.4 ～ 6）
について

議案第１号　北海道農協検査の実施結果について
議案第２号　みのり監査法人期中監査Ⅰ経過概要報

告について
議案第３号　固定資産の修繕について
議案第４号　マネロン等対策にかかる有効性検証の

結果報告および改善対応方針について

議案第５号　共済規程の一部変更について
議案第６号　クミカン貸越極度額の変更について
議案第７号　貸出金の貸付について
議案第８号　理事者に対する貸出承認について
議案第９号　令和8年度系統外販売取引先の選定に

ついて
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第８回理事会 〈令和8年7月30日開催〉 以下の事項について決議・承認されました
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おこめのあかちゃん、おおきくなった！！色もついてきた！

スズメさんがおこめを食べないように、上からあみをかけたよ！

早くおこめができないかな？

（左：北光保育園、右：音江中央保育園）
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総務部からのお知らせ

2027版オリジナルカレンダー

フォトコンテスト

こちらからご応募いただけます♪

応募締切　2026年9月18日(金)

JAきたそらち
Instagram

JAきたそらち
Facebook

【応募方法】　
　①instagram・Facebookへ#JAきたそらちオリジナルカレンダー2027
　　とハッシュタグをつけて投稿ください。
　②JAきたそらち公式メールアドレス（info@ja-kitasorachi.com）へ
　　写真を送付してください。
　　※メールにて応募される場合は住所、郵便番号、氏名、電話番号を記載のうえ、ご送信ください

【採用通知】
写真が採用された方には、電話もしくはメール、SNSで応募された方については、
ダイレクトメッセージで通知いたします。また完成したカレンダーと謝礼をお送
りします。
※採用された写真についてはカレンダーの他、JAきたそらちの広報活動（広報誌、SNSほか）にも活用
させていただく場合があります。あらかじめご了承ください

■発行／きたそらち農業協同組合　〒074-0015　北海道深川市深川町字メム10号線山3線5850番地　TEL 0164（22）6600　FAX 0164（22）8611
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｊａ‐ｋｉｔａｓｏｒａｃｈｉ．ｃｏｍ　　■編集／農業振興部 営農企画課　■印刷／株式会社 須田製版

四季の風景や、日常のひと
コマなど、地域の魅力をぜ
ひご応募ください！
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